
 

 

操縦士の皆様へ 

 

 

航空身体検査証明申請の電子化について 
（令和３年５月中旬以降開始予定） 

 

国土交通省航空局では、インターネットを活用して航空身体検査証明

の電子申請を行うことができるよう、電子化の取組を進めてまいりまし

た。 

 

今般、システム整備が完了し、一部の航空身体検査指定機関（指定機

関）でパソコンやスマートフォン等を使用した電子申請の受付が開始さ

れますので、お知らせいたします。 

詳細は別添資料をご確認ください。 

 

 なお、航空身体検査証明申請システムのアクセス先や電子申請対応指

定機関につきましては、準備が整い次第、国土交通省航空局ホームペー

ジにてご案内する予定です。 

 

１．電子申請の受付開始時期：令和３年５月中旬以降（具体的な開始

日はホームページにてご案内予定） 

 

２．対象機関：電子申請対応の準備が整った指定機関から順次実施 

 注：電子申請による受検が開始される時期は、指定機関によって

異なります。予約時に、電子申請による受検が可能かどうか

指定機関にご確認願います。 

 

（別添資料） 

①電子化後の航空身体検査証明申請の流れ 

② システムによる航空身体検査受検フロー図（全体） 

③電子化後の航空身体検査証明申請書作成方法 

④航空身体検査証明申請の電子化に関する主な質問と回答 

 

 

                              以上 
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電子化後の航空身体検査証明申請の流れ 

 

航空身体検査証明申請システム（以下「システム」という。）の導入に伴い、予約時

に航空身体検査指定機関（以下「指定機関」という。）へシステム利用の可否を確認の

うえ航空身体検査を受検することとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【システムを利用する場合の変更点等】 

 ・航空身体検査証明自己申告確認書の作成が不要（システム上で確認） 

 ・次回の申請書作成時に前回申請データの一部の活用が可能 

 ・過去の航空身体検査証明申請書の閲覧、印刷が可能（システムで申請分のみ） 

 

【システムを利用する場合に必要となるもの】 

 ・パソコン、スマートフォン、タブレット等の端末 

 ・インターネットへの接続の環境 

 ・ID として利用するメールアドレス 

指定機関への検査予約時にシステム利用の可否を確認 

システム対応機関 システム非対応機関 

システムに ID(ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ)等

を登録後、申請書を作成 

紙による申請書及び 

自己確認申告書を作成 

（従前どおり） 

申請書のバーコード(番号) 

を指定機関で提示 

指定機関で技能証明書及び顔写真付き身分証明書で本人確認を実施 

航空身体検査 受検開始 
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システムによる航空身体検査受検フロー 
(申請から証明書交付までの概要) 

 

【申請者】                            【指定機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（システム対応機関） 

指定機関へ予約（検査日確定） 

ID 等の申請者基本情報登録 

申請書作成（システムへ入力） 

証明書及び申請書(写)返付 

〔航空局へ申請書(写)自動送付〕 

※航空局へは紙の送付は不要 

申請者受領 

紙で返付 

（有り） 

申請書のバーコード(番号)提示 

・技能証明書 

・顔写真付き身分証明書 

バーコードで申請書を取り込み 

(技能証明書、身分証明書で本人確認) 

誤り修正 

(指定医職権) 

申請書の内容確認（(誤りの有無等) 

（メールで通知） システムで 

修正内容確認 

※未確認の場合は証明書発行不可 
身体検査実施 

身体検査結果入力及び判定 

申請書(写)返付 申請者受領 
紙で返付 

（無し） 

（不適合） 

（適合） 

（※非対応機関） 
従来どおり紙の申請書及び

自己確認申告書を受付 

⇒身体検査実施 

申請書作成 

（次回） 

（システム上も反映） 

前回申請データの一部分活用可能 
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申請書（飛行時間・
既往歴等）の入力

申請書内容
確認・確定

バーコード・番号の写真
等又は申請書印刷

バーコード・番号又は申請書
を指定機関へ提示し受検

申請書コード
の読み込み

技能証明書・身分証明書
により本人確認
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電子化後の身体検査証明申請書作成方法
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・



申請者ID・パスワードの登録

②入力する事項は以下のとおりです。
・電子メールアドレス
・パスワード
・住所
・氏名

→入力後、確認画面に進んでください。

申請者用

①申請者登録
ログインに必要となるメールアドレス（ID）とパスワード
の登録（初回のみ）を行います。

→「ユーザー新規登録」からID・パスワードの設定を
行ってください

※次回以降は、メールアドレスとパスワードを入力し、
ログインしてください。



申請者ID・パスワードの登録 申請者用

③登録内容を確認のうえ仮登録をしてください。

→登録後、以下のイメージのとおり、仮登録完了の画面
が表示され、登録したメールアドレスに、「仮完了登録
メールが送信されます。

なお、「仮完了登録メール」が届かない場合は、「※」
のとおり設定を確認のうえ、「仮登録完了メールを再
送信する」をクリックしてください。

④仮登録完了メールに記載のＵＲＬをクリックすると以下の
登録完了の画面が表示されます。

続いて、登録完了メールに従い、ログインしていただき、
次ページ以降の申請者基本情報の登録をしてください。



申請者用申請者基本情報の登録

①身体検査証明申請に必要な基本情報（生年月日、技
能証明番号等）の登録を行います。

→「基本情報を変更する」をクリニックしてログイン
情報画面に進んでください。

注）入力画面に進む際は、セキュリティのためパスワードが
求められます。

②「基本情報を追加・変更する」をクリックして、基本情報
編集画面へ進んでください。

注１）基本情報は、身体検査受検中以外であれば、いつでも
変更が可能です。

注２）ログイン情報の画面の上部「登録メールアドレスを変更
する」で、登録済みメールアドレスの変更が出来ますが、
変更する際は、登録しているメールアドレスが使用不可
となる前に、必ず変更をお願いします。

※変更前に送付された通知が届かなくなります。



申請者基本情報の登録 申請者用

④基本情報の登録（保存）が完了したら、「「航空身体検査
証明申請書」を作成する」をクリックして、申請作成の
画面に進んでください。

③入力する事項は以下のとおりです。
・氏名（フリガナ、ローマ字表記）
・パスワード
・本籍（外国籍の方は国籍）
・生年月日
・性別
・技能証明番号

→入力後、確認画面に進んでください。

注）基本情報の登録が無いと、申請はできません。



申請書への入力

①指定機関に検査予約を行い、検査開始日を確定して
から、必要事項の入力を行ってください。

→職業（会社名）の入力は「入力修正」をクリックする
と以下の画面が表示されます。
該当する職業を選択すると申請書に自動入力され
ます。

注）入力の際は全ての項目を入力、内容確認のうえ、
保存をお願いします。

申請者用

注）入力途中（未記入部分がある状態）の保存は出来ま
せんので、時間に余裕を持って作成してください。

保存後の修正は可能ですが、「１４既往歴等」に限り
全項目の再入力となりますのでご注意ください。



申請書への入力

②「14既往歴等」欄の入力は、それぞれの項目の「入力」
をクリックして、表示される病名等を漏れなく確認し、
入力してください。

→選択した項目によっては、詳細を記入する欄が出ま
すので、そちらも入力してください。

注）保存後に一部を修正をする場合でも、全ての入力
内容が消えて、再度入力が必要となりますので、
ご注意ください。
※病名等の横に修正前の入力内容を表示していますの
で、確認のうえ再入力をお願いします。

なお、受検の際に入力の誤りに気づいた場合は、
指定医に相談してください。

申請者用

注）本システムで申請をする場合は、これまで別途、
提出いただいていた「航空身体検査証明自己申
告確認書」の内容をシステム上で確認していた
だくことから「航空身体検査証明自己申告確認
書」の指定機関、指定医への提出は不要となりま
す。



申請書への入力 申請者用

③「１５該当するものがあれば～」欄は、有りに該当する
場合は、内容を漏れなく記入してください。

→「その他の参考事項」②は、「１４既往歴等」欄の入力
の有無に応じて自動入力されます。
なお、「14既往歴等」に関連しない補足事項は、「そ
の他参考事項」①へ記入してください。

→「その他の参考事項」③の飲酒習慣は必ず記入し
てください。

→入力後、確認画面に進んでください。
※入力内容に誤りがある場合は、その項目が赤く
表示されます。

④入力内容を確認のうえ、申請内容に誤りが無ければ
宣誓内容を熟読の上、宣誓事項欄の□に「レ」マーク
を入れてください。
※宣誓事項欄への「レ」マークの入力により、自動で
申請書様式（紙）の宣誓欄に「レ」マークが入ります。

⑤個人情報の取扱いに関する同意について、承諾事項、
補足説明等を熟読の上、承諾事項欄の□に「レ」マー
クを入れてください。

⑥宣誓、承諾後、申請書を保存してください。

宣誓事項・承諾事項（過去の申請書の閲覧）に同意いた
だけない場合は、システムによる申請は行えません。



申請者用申請書（バーコード・バーコード番号）

申請書が保存されると、申請者システムのご自身の
トップページにバーコードとバーコード番号が表示さ
れます。
パソコン等で作成した場合でも、スマートフォン等で表
示が可能ですので、受付時に提示してください。

なお、バーコード部分とバーコード番号をスマートフォ
ン等で撮影又は、申請書を印刷して指定機関に提示
することも可能です。
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番
号

質問 回答

1
なぜ、今回から技能証明書による確認が必須となったの
か。

申請書に記入された技能証明書番号の誤りが、これまで複数件発生しており、今
後のシステムでの管理に支障を来すことから、本人確認に加えて、申請書に記入
した技能証明番号が正しく記載されているか技能証明書（コピー可）により確認
を行うものです。
また、技能証明書に記載された氏名、ローマ字表記、本籍が、身体検査証明申請
書に記載されている内容と相違ないか確認を行います。

2 本人確認は技能証明書だけでもよいのではないか。
技能証明書で本人確認は可能ですが、本人以外の受検など不正を防止する観点か
ら、技能証明書で本人確認をする場合は、技能証明書の原本の提示をお願いしま
す。

3
航空身体検査を受検するにあたり、技能証明書を忘れた
らどうなるのか。本人確認は、どのような証明書で確認
することを想定しているのか。

指定機関は、受付時に技能証明書（コピー可）により技能証明番号等を確認し、
そのことをシステムに登録後に検査を開始しますので、忘れずにご持参くださ
い。
本人を確認する証明書は、運転免許証などを想定しています。

4 パソコンを持っていない場合も申請は可能か。 パソコンのほか、スマホ、タブレット端末のいずれかで申請が可能です。

5 紙申請の継続を希望する場合はどうすれば良いのか。
本システムは、申請者、指定機関の両方ともシステムを利用する必要があります
ので、受検を希望する指定機関に確認ください。

6
電子申請を希望するが、指定機関が対応していない場合
は、電子申請できないのか。

指定機関がシステムで受け付けていない場合は電子申請のデータが保存されない
ためできません。

7 電子申請を行った場合、次回以降も電子申請が必須か。
受検する指定機関に航空身体検査の予約をする際、電子申請に対応しているかご
確認ください。

8
前回電子申請を行ったが、新たに受検する際は前回の申
請書（写）を持参しなければならないのか

受検する指定機関に航空身体検査の予約をする際にご確認ください。
（新たに受検する指定機関が電子申請に対応している場合は、システムからその
内容の確認が可能となります。）

9 申請書作成途中で、一時保存は可能か。

すべての項目を入力しないと一時保存ができません。また、一時保存後、１４欄
（既往歴の申告）を修正する場合は、該当箇所だけでなく、すべて再入力する必
要がありますのでご注意ください。なお、修正前の入力内容は画面上に表示され
ます。

10
システムで申請書を作成した後は一切修正ができないの
か。

指定機関が、申請書のバーコードを読み込み後、指定医用システムで「本人確
認」を行う前であれば、修正は可能です。指定医用システムでの本人確認後は、
修正ができなくなります。
なお、申請書を修正した場合は、新たなバーコードが付されますので、必ず最新
の申請書のバーコードを指定機関に提示ください。

11
指定機関が指定システムで「本人確認」を行った後に申
請書の左側の記入誤りに気づいた時はどうすれは良いの
か。

指定機関が指定医用システムで「本人確認」を行った後は、指定医に修正を依頼
してください。この場合、申請者システムで修正した内容の確認が必要になりま
す。（確認を行わない場合は証明書が交付できません。）
また、間違いが多い場合は指定医に申請書をいったん却下してもらうことで、再
度作成できるようになりますので、指定医に申し出てください。
なお、虚偽の申告が疑われる場合には、航空局へ報告する必要がありますのでご
注意ください。

12
申請を指定機関に行った後、誤りに気づいて再作成しよ
うとしたが、検査中と表示され、できない。

申請システムでは、指定機関が指定医用システムで「本人確認」を行った後は証
明書が交付されるまで、「検査中」と表示されます。
本人確認後は、指定医に修正を依頼してください。この場合、申請者システムで
修正した内容の確認が必要になります。
また、間違いが多い場合は指定医に申請書をいったん却下してもらうことで、再
度作成できるようになります。

13
定期航空運送用操縦士は計器飛行証明を持っていないの
で、計器飛行証明の欄を省略できないか。

定期航空運送用操縦士の資格をお持ちでも、飛行機以外の航空機に限定される方
は、計器飛行証明を受けている場合もありますので、どちらか選択ください。
なお、定期航空運送用操縦士の資格をお持ちで、計器飛行証明をお持ちでない方
は、「無」で入力してください。

航空身体検査証明申請の電子化に関する主な質問と回答

1
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番
号

質問 回答

航空身体検査証明申請の電子化に関する主な質問と回答

14
14.既往歴が有の場合にのみ詳細選択に進むようにして欲
しい。（無の場合は「○」のみ記入し、次に進めるよう
にして欲しい。）

本システムをご利用の場合の既往歴等の確認は、自己申告確認書で確認いただい
ていた際と同様に、記入漏れ等がないよう、システムで表示される病名等を全て
確認のうえで申告した結果を「有」又は「無」と表示する設計としており、各項
目を漏れなく確認いただく必要があります。

15

14.既往歴の項で、フリー入力で詳細入力を求められるも
のと求められないものに区別したのはなぜか。
例えば、「高血圧」にはフリー入力はなしですが「血圧
が高いと指摘された」には詳細入力の必要となってい
る。

指定医が疾患名（病状）などで判断でいない項目については、詳細を記入いただ
く設計としています。

16
15.項の「その他の参考事項」欄で、①（②③以外）に
は、どのような内容を想定されていますか？

病名、飲酒習慣等以外で、その他参考となる申告事項がある場合にご記入いただ
く欄です。
その他の参考となる申告事項が無い場合は、記入は不要です。

17

２回目受検の際、どの項目が前回申請書から反映されて
くるか。
（前回申請書から全て反映されて、2回目以降は訂正/追
記だけできるシステムだと良いと思います）

証明書の有効期限等、確定事項については前回申請書から引き継がれます。一
方、既往歴については、前回からの経緯や現状を本人が再度確認して記入する必
要があることから、引き継げない仕様になっています。
なお、14既往歴の欄は、前回申請時の入力内容が確認できるよう、病名等の横
に修正前の入力内容が画面に表示されます。

18 英語版システムは作成する予定はあるか。 英語表示については準備中です。

19
登録メールアドレスが使用できなくなった後でも登録ア
ドレスは変更可能か？

登録アドレスが使用できなくなった場合は、申請書の返付及び通知メールが到達
しなくなるので、使用できなくなる前に必ず変更をお願いします。

20
システムは２４時間使用できるのか、使えない時間はな
いのか。

メンテナンスのため、毎日、深夜時間帯に数時間程度使用できない見込みです。
また、緊急に行う場合は、システムの画面上で表示します。

21
外国人が自国で申請書を作成する場合、日本時間の夜間
となる。メンテナンスの時間はあらかじめわかるのか。

利用規約にシステムの予定停止時間を記載する予定です。
また、緊急に行う場合は、システムの画面上で表示します。

22
海外からの応募者等、日本での技能証明番号未登録で
あっても、使用は可能でしょうか。

日本の技能証明を有する方に航空身体検査証明を行うことになっていますので、
本システムをご利用いただくことはできません。

23
システムで作成した申請書を指定機関に提出する前に、
会社で確認したい場合はどうすれば良いか。

申請書を作成後、紙で印刷して会社に提出することや、ブラウザで「印刷」→
「PDFで保管」を行いPDFのデータをメール等で会社に送ることが可能です。内
容を修正する場合は、指定機関で「本人確認」を行う前までに修正を行ってくだ
さい。

24
このシステムを使用し、航空会社のほうで申請書の内容
の確認が可能となるのでしょうか。

個人情報に該当するため、航空会社で確認することはできません。
 過去の航空身体検査申請情報を確認される際は、ご本人からPDF等で入手いただ
くなど対応をお願いします。
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